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そ
れ
は
突
然
、
や
っ
て
き
た
。
夕
食
時
、
テ
レ
ビ
に
ボ
ク
シ
ン
グ
場
面
が
映
し
出
さ
れ
た
の
だ
。
二
人

の
年
配
の
ボ
ク
サ
ー
が
懸
命
に
闘
っ
て
い
る
。そ
の
真
摯
な
闘
い
は
私
の
目
を
引
き
付
け
た
。そ
れ
は
、「
お

や
じ
フ
ァ
イ
ト
」
と
い
っ
て
、
中
高
年
の
素
人
ボ
ク
サ
ー
を
募
り
、
毎
月
闘
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。（
こ

れ
だ
！
）
と
思
っ
た
。
私
は
参
戦
を
決
意
し
、「
お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
」
の
事
務
局
に
電
話
し
た
。

　

私
は
酒
田
に
住
む
退
職
後
八
年
の
元
、
高
校
国
語
教
師
で
あ
る
。
妻
、
息
子
、
娘
の
四
人
家
族
だ
が
、

息
子
と
娘
は
東
京
で
就
職
し
て
い
た
。
二
人
に
は
電
話
で
私
の
参
戦
の
決
意
を
知
ら
せ
た
。

　

私
は
退
職
一
年
前
に
ア
キ
シ
デ
ン
ト
で
座
骨
神
経
痛
を
発
し
、
激
痛
で
歩
行
困
難
、
こ
の
た
め
私
の
最

後
の
教
員
生
活
は
最
悪
の
状
況
と
な
り
、
敗
者
の
如
く
退
職
し
た
の
だ
っ
た
。
だ
い
た
い
今
ま
で
、
ボ
ク

シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
私
の
国
語
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
更
に
国
語
教
師
と
い
う
の
で

私
の
ボ
ク
シ
ン
グ
も
ま
た
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
私
は
リ
ン
グ
で
一
戦
も
闘
っ
て
お
ら
ず
、
私
の

ボ
ク
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
私
の
大
き
な
負
い
目
に
な
っ
て
い
た
。

　

家
族
会
議
が
開
か
れ
た
。
私
が
お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
に
出
る
、
と
言
う
と
妻
は
仰
天
し
、
強
硬
に
反
対
す

る
。
私
は
今
ま
で
の
職
場
で
の
無
念
さ
を
訴
え
、
説
得
を
続
け
た
。
人
生
は
敗
者
復
活
戦
だ
、
こ
れ
は
私

の
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
だ
、
こ
の
試
合
は
六
十
代
最
後
の
挑
戦
な
の
だ
、
と
。

　

続
い
て
息
子
も
電
話
で
反
対
し
て
き
た
。
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト
を
送
る
と
言
う
と
、「
絶
対
反
対
だ
。
チ

ケ
ッ
ト
が
来
て
も
俺
は
会
場
に
行
か
な
い
か
ら
な
」
と
断
言
す
る
。
こ
の
頑
固
さ
は
誰
に
似
た
の
か
？

　

結
局
、
賛
成
し
た
の
は
娘
だ
け
だ
っ
た
。
彼
女
は
時
に
何
者
に
も
捕
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
判
断
を
示
す

こ
と
が
あ
っ
た
。
娘
は
試
合
の
セ
コ
ン
ド
ま
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　

書
類
が
来
た
の
で
生
年
月
日
等
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。
当
時
、
私
の
体
重
は
六
十
八
ｋ
ｇ
だ
っ
た
。

六
十
四
ｋ
ｇ
リ
ミ
ッ
ト
の
ラ
イ
ト
級
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
あ
と
四
ｋ
ｇ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
落
と
せ
る

だ
ろ
う
。
申
込
書
を
送
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
。

　

事
務
局
か
ら
電
話
が
来
る
。
六
十
八
歳
と
い
う
私
の
年
齢
が
問
題
だ
と
言
う
。「
ほ
ぼ
同
年
齢
の
相
手

を
見
つ
け
る
の
が
容
易
で
な
い
。
探
し
て
み
ま
す
が
…
…
」
と
答
え
は
し
た
が
。

　

東
京
に
下
見
に
出
か
け
た
。
新
宿
フ
ェ
イ
ス
と
い
う
ビ
ル
で
、
こ
の
四
階
に
リ
ン
グ
が
あ
る
。

　

こ
こ
は
女
子
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
ラ
イ
カ
が
世
界
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
を
行
う
場
所
だ
っ
た
。

　

入
口
が
分
か
ら
な
い
。
年
配
の
男
性
と
共
に
入
口
を
探
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
共
に
上
り
、
会
場
、

中
段
の
席
に
並
ん
で
座
っ
た
。
こ
こ
は
す
り
鉢
状
の
リ
ン
グ
が
最
も
良
く
見
え
る
所
だ
。

　

自
己
紹
介
し
合
う
。
彼
は
島
田
さ
ん
と
い
い
、
態
度
も
口
ぶ
り
も
穏
や
か
で
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
。
年

敗
者
復
活
戦

小
笠
原
敏
夫
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齢
は
同
い
年
で
、
彼
は
「
竹
馬
の
友
に
出
会
っ
た
気
持
ち
だ
」
と
言
い
、
以
後
、
親
密
な
交
際
が
始
ま
っ

た
。
彼
は
職
場
の
後
輩
が
試
合
に
出
る
の
で
応
援
に
来
た
と
言
う
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
共
に
両
選
手
が
登
場
し
、
選
手
紹
介
の
後
、
試
合
が
始
ま
っ
た
。
ど
の
選
手
も
熱
く
闘
い
、

そ
の
声
援
は
温
か
く
、
何
よ
り
も
家
族
的
な
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
。

　

私
は
在
職
中
、
転
勤
の
度
に
ボ
ク
シ
ン
グ
部
を
作
っ
た
。
部
活
動
で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
監
督
兼
コ
ー

チ
を
し
た
。
そ
こ
で
各
試
合
、
両
選
手
の
優
劣
や
試
合
の
経
過
・
結
果
を
島
田
さ
ん
に
解
説
し
た
。
こ
と

ご
と
く
私
の
言
う
通
り
に
な
る
の
で
、
彼
は
す
っ
か
り
感
心
す
る
。

　

三
か
月
後
、
ま
た
、
新
宿
フ
ェ
イ
ス
を
訪
れ
た
。
会
場
、
中
段
の
席
で
手
招
き
す
る
人
が
い
る
。
何
と

島
田
さ
ん
だ
っ
た
。
並
ん
で
座
り
、
私
は
い
つ
か
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
つ
も
り
だ
と
打
ち
明
け
た
。

　

事
務
局
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
と
前
の
大
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
来
る
。
全
選
手
と
も
プ
ロ
の
ボ
ク
シ
ン
グ

ジ
ム
に
通
っ
て
い
た
。
セ
コ
ン
ド
は
当
然
、
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
私
の
セ
コ
ン
ド
は
東
京
に
住

む
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
弟
と
私
の
娘
で
、
共
に
ボ
ク
シ
ン
グ
は
全
く
の
素
人
だ
。

　

友
人
の
た
め
に
リ
ン
グ
サ
イ
ド
券
を
十
枚
確
保
し
た
。

　

私
の
一
番
の
親
友
Ｋ
君
に
電
話
す
る
。
彼
は
驚
愕
し
て
叫
ん
だ
。

「
こ
ら
っ
、
ト
シ
オ
、
お
前
は
自
分
の
年
を

0

0

分
か
っ
て
い
る
の
か
ね
？　

我
ら
は
六
十
八
歳
だ
ぞ
。

六
十
八
と
い
え
ば
古
稀
に
近
い
の
だ
ぞ
。
古
稀
の
爺
が
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
に
出
る
、
だ
と
。
気
は
確
か

か
？　

ト
シ
オ
！
」
と
散
々
に
叱
ら
れ
た
。「
お
前
は
昔
か
ら
少
し
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
な
あ
」
と
呟
き
、

そ
の
内
、
気
は
確
か
な
よ
う
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
最
後
は
賛
成
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
チ
ケ
ッ
ト

を
送
っ
た
が
、
彼
の
隣
に
息
子
を
座
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
息
子
も
彼
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

　

友
人
代
表
Ｓ
君
に
チ
ケ
ッ
ト
を
送
り
、
応
援
を
頼
ん
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
彼
は
「
面
白
い
」
と
言
っ

て
即
座
に
承
諾
、
観
戦
す
る
友
人
を
募
り
、
応
援
団
を
結
成
し
て
く
れ
た
。

　

宿
と
列
車
の
手
配
を
す
る
。
一
泊
し
て
翌
朝
、
会
場
に
向
か
い
、
試
合
す
る
。
そ
の
日
は
泊
ま
り
、
翌

日
、
酒
田
に
帰
る
日
程
で
、
二
泊
三
日
の
旅
と
な
っ
た
。
私
の
試
合
出
場
は
誰
に
も
知
ら
せ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
試
合
一
週
間
前
、
親
戚
の
若
者
が
急
死
し
た
。
私
は
郊
外
に
あ
る
彼
の
家
を
知
ら
な
い
。
彼

の
兄
が
車
に
私
と
妻
を
乗
せ
て
案
内
し
て
く
れ
た
。
だ
が
彼
は
車
中
、
絶
え
間
な
く
す
さ
ま
じ
い
く
し
ゃ

み
を
し
、
鼻
水
を
流
し
続
け
た
の
だ
。

　

帰
宅
す
る
や
、
妻
は
ト
イ
レ
に
駆
け
込
み
、
下
痢
と
嘔
吐
を
繰
り
返
す
。
私
は
何
で
も
な
い
。（
弱
い

な
あ
）
と
妻
を
笑
っ
て
い
た
私
が
、
何
と
三
日
後
に
ダ
ウ
ン
し
た
。
身
体
が
だ
る
い
、
食
欲
は
ゼ
ロ
で
熱

は
三
十
九
度
も
あ
る
。
直
ち
に
医
者
に
行
く
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
言
っ
て
、
薬
を
山
の
よ
う
に
処
方

し
て
く
れ
た
。
お
か
ゆ
を
作
っ
て
食
べ
、
薬
を
飲
ん
で
は
横
に
な
り
、
三
日
間
、
寝
て
過
ご
し
た
。

　

三
日
後
に
何
と
か
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
日
は
お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
に
出
発
だ
。
用
意
し
て
き
た
ボ

ク
シ
ン
グ
の
試
合
用
品
を
バ
ッ
グ
に
詰
め
た
。
当
然
、
妻
の
猛
反
対
が
始
ま
っ
た
。
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「
試
合
前
に
は
検
診
が
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
が
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
心
配
す
る
な
」
と
私
は
言
っ
た
。

　

翌
日
、
風
邪
薬
持
参
で
列
車
に
乗
り
、
上
野
の
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
熱
は
下
が
っ
た
も
の
の
体
重
が
心

配
だ
。
体
重
オ
ー
バ
ー
で
失
格
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
夕
食
と
翌
日
の
朝
食
を
抜
い
た
。

　

当
日
、
内
診
、
血
圧
、
体
温
と
検
診
は
進
み
、
体
温
は
三
十
六
度
八
分
だ
っ
た
。
私
の
平
熱
は
三
十
五

度
八
分
な
の
で
、
微
熱
状
態
だ
。
係
員
は
パ
ス
と
言
う
。
直
後
の
計
量
で
、
係
員
は
五
十
九
ｋ
ｇ
、
パ
ス

と
告
げ
た
。
私
は
愕
然
と
し
た
。
あ
と
一
ｋ
ｇ
落
と
せ
ば
フ
ェ
ザ
ー
級
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
食
事
を
抜

い
て
来
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
？　

肩
や
胸
の
筋
肉
が
一
回
り
も
二
回
り
も
し
ぼ
ん
だ
よ
う
に
感
じ
た
。

　

試
合
は
全
十
二
試
合
、
私
の
出
番
は
第
十
試
合
だ
っ
た
。
ま
だ
時
間
が
あ
る
。
朝
食
用
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
食
べ
、
暫
く
観
戦
し
て
か
ら
身
仕
度
を
整
え
た
。
控
え
室
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
入
念
に
や
り
、
続
い
て

シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
に
移
っ
た
。
だ
が
腹
筋
に
力
が
入
ら
な
い
。
手
が
伸
び
な
い
。
足
が
動
か
な
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
今
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
は
全
て
失
わ
れ
た
の
だ
。
止
む
を
得
な
い
。

　

い
よ
い
よ
私
の
試
合
だ
。
娘
の
肩
に
両
手
を
置
い
て
入
場
し
た
。
私
の
シ
ャ
ツ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
は
赤
な

の
で
、
赤
コ
ー
ナ
ー
を
譲
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
リ
ン
グ
に
上
が
っ
た
私
に
何
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
で

は
な
い
か
！
（
島
田
さ
ん
が
贈
っ
て
く
れ
た
の
だ
）
ど
よ
め
き
が
起
こ
る
。

　

青
コ
ー
ナ
ー
の
選
手
が
紹
介
さ
れ
た
。「
オ
ー
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー
小
坂
」
と
い
い
、
年
齢
は
六
十
五
歳

で
柔
道
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
。
背
は
私
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
だ
。

　

続
い
て
私
の
紹
介
に
移
っ
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
声
高
く
告
げ
た
。「
年
齢
は
何
と
六
十
八
歳
」
と
。

拍
手
が
起
こ
る
。「
試
合
に
臨
ん
で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
六
十
代
は
ま
だ
若
い
。
六
十
代
以
上
の
人
が
今
日

の
豊
か
な
日
本
を
造
っ
た
。
全
国
の
六
十
代
以
上
の
人
に
エ
ー
ル
を
送
る
」
と
紹
介
し
、
私
の
リ
ン
グ
ネ

ー
ム
を
高
々
と
コ
ー
ル
し
た
。「
ノ
ー
プ
ロ
ブ
レ
ン
・
オ
ガ
ー
」
と
。

　

レ
フ
リ
ー
は
テ
キ
サ
ス
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
彼
は
全
試
合
を
一
人
で
捌
い
た
名
レ
フ
リ
ー
だ
っ
た
。

　

リ
ン
グ
に
上
が
っ
て
冷
静
で
あ
れ
、
私
が
生
徒
に
言
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
さ
て
己
は
ど
う
か
？

　

一
Ｒ
、
リ
ン
グ
中
央
に
出
て
打
ち
合
っ
た
。
相
手
は
左
ジ
ャ
ブ
を
続
け
て
三
発
、
直
後
に
右
ス
ト
レ
ー

ト
を
打
っ
て
く
る
。
私
は
彼
の
左
を
右
手
で
払
い
、
左
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
っ
た
。
パ
リ
ー
と
い
っ
て
最
も

基
本
的
な
技
術
だ
。
だ
が
彼
の
パ
ン
チ
は
と
て
も
重
く
、
払
い
落
と
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
今
度
は
左
手

で
彼
の
左
パ
ン
チ
を
払
っ
た
。
逆
パ
リ
ー
と
い
っ
て
、
直
後
に
右
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
ち
込
む
。
だ
が
相
手

に
は
何
の
ダ
メ
ー
ジ
も
な
い
。
相
変
わ
ら
ず
突
進
し
て
く
る
。
こ
う
し
て
一
Ｒ
は
終
わ
っ
た
。

　

互
角
だ
と
思
う
。
だ
が
、
息
切
れ
が
ひ
ど
い
。
私
の
ス
タ
ミ
ナ
は
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
で
尽
き
て
い
た
。
こ

の
試
合
は
三
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
行
く
、
つ
ま
り
判
定
ま
で
も
つ
れ
込
む
…
…
と
悪
い
予
感
が
し
た
。

　

二
Ｒ
、
一
分
間
の
休
憩
の
お
蔭
で
、
手
と
足
に
幾
ら
か
力
が
戻
っ
て
き
た
。
開
始
直
後
、
打
ち
合
い
つ

つ
左
を
合
わ
せ
、
続
い
て
右
ス
ト
レ
ー
ト
を
打
っ
た
。
ま
と
も
に
顎
に
ヒ
ッ
ト
し
、
相
手
は
腰
を
落
と
し

て
後
退
す
る
。
そ
れ
を
追
っ
て
ワ
ン
ツ
ー
左
フ
ッ
ク
を
打
っ
た
。
彼
は
体
勢
を
立
て
直
し
つ
つ
右
ス
ト
レ
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ー
ト
を
返
し
て
く
る
。
だ
が
私
の
ス
タ
ミ
ナ
は
そ
こ
ま
で
で
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

三
Ｒ
、
一
進
一
退
が
続
く
。
私
は
ガ
ー
ド
を
固
め
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ラ
ス
ト
十
秒
を
告
げ
た
。

　

と
突
然
、
彼
は
左
右
を
振
る
っ
て
猛
然
と
ラ
ッ
シ
ュ
し
て
き
た
の
だ
。
私
に
は
も
は
や
応
じ
る
ス
タ
ミ

ナ
が
な
い
。
ロ
ー
プ
ま
で
下
が
り
、
や
っ
と
右
を
一
発
返
し
た
。
そ
れ
で
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

試
合
終
了
、
判
定
は
ド
ロ
ー
、
つ
ま
り
引
き
分
け
だ
っ
た
。
年
齢
を
越
え
た
フ
ァ
イ
ト
だ
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
、
盛
ん
な
拍
手
、
何
と
レ
フ
リ
ー
ま
で
拍
手
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
私
の
挑
戦
は
終
わ
っ
た
。
花
束
は
、部
屋
に
飾
る
よ
う
に
と
娘
に
渡
し
た
。
娘
は
、「
良
か
っ
た
。

良
い
試
合
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
笑
顔
で
受
け
取
る
。
息
子
は
、「
父
ち
ゃ
ん
…
…
」
と
言
っ
て
首
を
振
っ
た
。

皆
と
駅
で
別
れ
た
が
、
島
田
さ
ん
と
は
そ
の
後
も
交
友
が
続
い
て
い
る
。

　

帰
り
の
車
中
で
ホ
ッ
と
す
る
。
何
と
か
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
に
は
な
っ
た
よ
う
だ
と
。
で
も
あ
の
親
戚

の
葬
式
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
読
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
普
通
の
体
調
な
ら
…
…
と
実
に
残
念
に
思
う
。

と
、
い
き
な
り
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
噴
き
出
し
て
き
た
。
次
の
試
合
は
万
全
の
体
調
で
闘
う
ぞ
、
と
。　

　

後
で
送
ら
れ
て
来
た
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
に
は
克
明
に
試
合
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　

息
子
は
親
友
の
隣
で
手
を
挙
げ
て
声
援
を
送
っ
て
い
た
。
飛
び
交
う
観
衆
の
声
援
は
今
や
、
そ
の
一
声

一
声
ま
で
鮮
明
に
分
か
る
。「
ジ
ャ
ブ
、ジ
ャ
ブ
」「
ス
ト
レ
ー
ト
」「
ア
ッ
パ
ー
」
あ
る
い
は
「
足
使
っ
て
」

と
。
け
れ
ど
も
リ
ン
グ
で
闘
う
私
の
耳
に
は
、
あ
の
時
、
全
て
が
合
わ
さ
っ
て
ワ
ー
、
ワ
ー
と
い
う
騒
音

と
な
っ
て
聞
こ
え
て
来
た
の
だ
。

　

だ
が
、
三
ラ
ウ
ン
ド
を
通
し
て
私
の
耳
に
入
っ
て
来
た
音
が
あ
る
。

　

一
筋
の
細
い
女
性
の
声
だ
っ
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
セ
コ
ン
ド
に
つ
い
た
娘
の
声
だ
っ
た
。

「
パ
パ
ー
、
パ
パ
ー
っ
、
パ
パ
ー
っ
！
」
…
…
と
。

小笠原敏夫
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